
研究プロジェクト名： 時間分解イメージング測定によるスピンヘリック
スや電荷輸送現象の研究

概要： 二次元電子系のスピンヘリックス輸送現象や強磁場中で発現する量子ホー
ル系におけるウエーブパケットの実時間・実空間ドメインでの可視化を行うことにより、
量子多体系におけるスピン・電荷輸送現象を解明する。
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期待される研究成果： 従来の電気輸
送測定によるウエーブパケットの測定で
はスピン分離や実空間での観察が困難
で、時間分解能もサブナノ～ナノ秒程度
であったが、走査型ストロボススコープ
イメージングや時間分解顕微カー回転
および反射イメージング等の手法を用
いてスピンヘリックス輸送や一次元中性
モードの可視化が可能となり、量子多
体系の物理が明らかとなることが期待
される。
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スや電荷輸送現象の研究

概要： 時間分解磁気カー効果顕微鏡を用いて実時間・実空間ドメインでの可視化を
行うことにより、GaAs量子井戸中で発現するスピンヘリックスの輸送現象やスピンラ
イフタイムを解明する。
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研究成果（実施状況）： 時間分解磁気カー
効果顕微鏡を用いて、GaAs量子井戸中の二
次元電子のスピン偏極について研究を進め
た。Rashba αとDresselhaus βの各パラメー
ターがバランスする条件でのpersistent spin 
helixについて研究を進め、ボルツマン統計
からフェルミディラック統計への遷移時にス
ピンライフタイムが、最も長くなることをであ
ることを明らかにした。これは通常のspin 
helixで期待される寿命の数倍に相当し、電
子密度がスピントロニクスデバイスへの応用
においても重要であると考えられる。

2021年度 報告書 （Web公開用）

0.5 1.0 1.5 2.0

0.3

0.4

0.5

0.6


* p

ps


n (cm-2)

b)

20

25

30

35

40

 p
p

s

0.5 1.0 1.5 2.0

0.1

1

10

100

T s
 (n

s)

n (cm-2)

Experiment

Eq. (3b)

Eq. (3a)a)


	2021-01 2021web公開
	2021-01 (様式)CSRN共同研究プロジェクト報告書R3_スピンヘリックス

